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令和７年度予算の状況

令和７年度  幸手市一般会計予算

192億9,000万円 前年度比
12.4％増））

令和７年
　３月定例会

　
３
月
定
例
議
会
は
２
月
19
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で
の
29
日
間
の
日
程
で
開
催

■
令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含
む
市
長
提
出
議
案
27
件
が
可
決

　〔
予
算
8
件
、
補
正
予
算
7
件
、
条
例
改
正
12
件
〕

■�

会
議
案
　
幸
手
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
含
む
4
件
が
可
決

● こどもの居場所づくり運営経費に関する補助  3,051 千円
● 学校再編に伴う学校施設の整備  127,577 千円
● 空き家等対策  6,543 千円
● 新たに有機農業への転換を行う生産者への支援  1,000 千円
● 河川やポンプ場の整備　215,569 千円
● シティプロモーション映画の製作  30,000 千円
● 庁内ＤＸ化の推進  7,677 千円

　令和 7 年度

特別会計・企業会計予算

会　　計　　名 予　算　額

国民健康保険特別会計 54億5,845万9千円

後期高齢者医療特別会計 9億9,204万7千円

介 護 保 険 特 別 会 計 46億3,907万4千円

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 3億4,841万3千円

水 道 事 業 会 計 16億3,975万5千円

公共下水道事業会計 15億8,442万2千円

農業集落排水事業会計 6,048万7千円

歳出性質別 （単位：千円）

区分 予算額 前年比

義務的経費

50.7%

人 件 費 3,637,124 109.1％

扶 助 費 4,788,075 112.5％

公 債 費 1,346,461 98.1％

投資的経費 普通建設事業費 1,354,311 266.3％

その他経費

42.3%

物 件 費 3,665,663 113.0％

維 持 補 修 費 132,205 67.2％

補 助 費 等 2,113,639 98.8％

繰 出 金 2,086,654 107.4％

積 立 金 104,367 102.1％

貸 付 金 31,501 100.0％

予 備 費 30,000 100.0％

合　　計 19,290,000 112.4％

200

150

100

50

0

その他依存財源
　9.2％　前比 105.6％

市債
　5.0％　前比 150.4％

国県支出金
　23.2％　前比 119.6％

地方交付税
　15.8％　前比 99.5％

その他自主財源
　10.2％　前比 128.7％

市税
　36.5％　前比 108.6％

200

150

100

50

0 民生費 福祉などの充実のために
41.2％ 前比 109.6％

土木費 土木工事などに
8.4％ 前比 98.0％

教育費 学校や生涯学習のために
10.1％ 前比 117.2％

総務費 組織管理の経費
13.9％ 前比 124.2％

公債費 借りているお金の返済
　7.0％ 前比 98.1％

衛生費 市の衛生のために
　10.3％ 前比 121.0％

その他 議会費・農林水産費・労働費
　9.1％　前比 124.4％

歳 入

歳 出

（億円）

（億円）

令和６年度 令和７年度

令和６年度 令和７年度

主
な
新
た
な
施
策
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本会議質疑及び討論

令
和
７
年
３
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

（
議
案
第
19
号
）

令
和
７
年
度
幸
手
市

一
般
会
計
予
算

可  決

質
　
疑

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
画
製

作
の
予
算
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
弁

　
映
画
製
作
に
係
る
補
助
金
３
千
万

円
の
内
訳
と
し
て
、
市
民
向
け
映
画

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

に
係
る
費
用
が
約
１
５
０
万
円
、
監

督
や
脚
本
家
、
撮
影
ス
タ
ッ
フ
、
俳

優
な
ど
の
人
件
費
、
撮
影
、
編
集
な

ど
の
映
画
製
作
全
般
に
係
る
費
用

と
し
て
約
２
２
９
０
万
円
、
映
画

館
に
展
示
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
予
告
編

動
画
の
製
作
等
の
映
画
宣
伝
費
と
し

て
約
３
０
０
万
円
、
あ
と
は
消
費
税

分
と
し
て
２
６
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
財
源
と
し
て
、
県
補

助
金
の
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
２
千
万

円
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
等
の
寄

附
金
１
千
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

一
般
財
源
を
使
用
し
な
い
形
で
す
。

令
和
７
年
度
に
新
た
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で
寄
附
の
募

集
を
し
、
そ
ち
ら
を
充
当
す
る
計
画

で
す
。

質
　
疑

　
映
画
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
弁

　
こ
の
映
画
は
、
プ
ロ
の
俳
優
が
登

場
し
、
全
国
の
劇
場
で
有
料
公
開
さ

れ
る
本
格
的
な
映
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
の
商
業
映
画
と
違
う
と
こ

ろ
は
、
製
作
は
地
域
が
主
体
と
な
り
、

映
画
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
地
元
の
中

高
生
ら
を
中
心
と
し
た
市
民
が
演
技

や
脚
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ナ
リ
オ
を
つ

く
り
ま
す
。
映
画
の
舞
台
は
幸
手
市

と
な
り
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

ほ
か
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
新
た

な
料
理
を
開
発
し
、
公
開
後
も
新
た

な
名
物
と
し
て
実
際
に
市
内
店
舗
で

の
提
供
を
目
指
す
な
ど
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
募

集
等
に
活
用
で
き
る
要
素
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
脚
本
に
つ
い
て
は
今
後

製
作
い
た
し
ま
す
が
、
幸
手
市
で
暮

ら
す
若
者
が
主
役
の
、
い
わ
ゆ
る
青

春
映
画
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

質
　
疑

　
映
画
撮
影
の
経
緯
に
つ
い
て
。

答
　
弁

　
幸
手
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
基
本
方
針
と
し
て
、
市
民
を
含

め
た
オ
ー
ル
幸
手
の
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
や
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、

情
報
発
信
力
の
強
化
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
幸
手
市
の
情
報
発
信
能
力

は
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
新
た

な
情
報
発
信
の
手
段
と
し
て
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
方
針
と

合
致
す
る
事
業
を
研
究
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
他
市
町
村
の
事
例
か
ら
劇
場

公
開
型
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映

画
に
つ
い
て
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
劇
場
公
開
型
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
映
画
は
埼
玉
県
内
で
は
初
と

い
う
話
題
性
も
あ
り
、
市
民
や
幸
手

を
愛
す
る
人
々
が
ま
ち
の
魅
力
を
全

国
に
伝
え
る
映
画
を
つ
く
り
、
関
わ

る
こ
と
で
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
も
醸

成
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
劇
場
公
開
後

も
地
域
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
様
々
な

事
業
に
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
映
画
製
作
の
た
め
の
予

算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
令
和
８
年
度
は
市
制

施
行
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
予
算
計
上
に
よ

り
、
市
制
施
行
40
周
年
を
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
迎
え
る
事
業
の
一
つ
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
判
断
し
た

た
め
予
算
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

質
　
疑

　
映
画
は
ど
こ
で
、
誰
に
対
し
て
上

映
す
る
の
か
。

答
　
弁

　
具
体
的
な
公
開
場
所
は
、
映
画
館

を
運
営
す
る
会
社
と
相
談
を
し
な
が

ら
決
定
し
ま
す
が
、
過
去
に
製
作
さ

れ
た
映
画
を
参
考
に
す
る
と
、
ま
ず

は
地
元
で
先
行
公
開
を
行
い
、
東
京
、

大
阪
、
神
戸
、
名
古
屋
、
福
岡
、
札
幌
、

仙
台
な
ど
、
全
国
10
か
ら
30
か
所
の

劇
場
で
上
映
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

劇
場
公
開
後
は
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
で
の
配
信
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

賛
成
討
論

芦
葉
　
弘
志

　
情
報
発
信
・
情
報
共
有
の
充
実
に

つ
い
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

映
画
を
製
作
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
市
制
施
行
40
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
市
民
が
新
た

な
特
産
品
開
発
に
奔
走
す
る
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。
市
の
魅
力
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
10
月
、

公
明
党
幸
手
市
議
団
と
し
て
、
令
和

7
年
度
幸
手
市
予
算
編
成
並
び
に
施
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策
に
対
す
る
要
望
書
を
市
長
に
提
出

い
た
し
ま
し
た
。
本
予
算
は
、
要
望

内
容
を
多
数
反
映
し
て
い
る
も
の
と

評
価
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
要
望
書

の
中
で
当
初
予
算
に
含
ま
れ
な
か
っ

た
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
補
正
予

算
を
積
極
的
に
編
成
し
、
市
民
生
活

に
必
要
な
事
案
に
対
し
て
、
柔
軟
か

つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
求
め
ま
す
。 

令
和
7
年
度
の
事
業

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
内
容
の

点
検
、
精
査
の
上
、
慎
重
か
つ
丁
寧

に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
会
派

公
明
党
は
令
和
7
年
度
幸
手
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
賛
成
の
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論

小
泉
　
圭
司

　
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援

す
る
取
り
組
み
は
、
困
難
な
時
期
の

心
の
拠
り
所
と
し
て
重
要
で
す
。
ま

た
、
埼
玉
県
ふ
る
さ
と
創
造
資
金
を

活
用
し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

映
画
製
作
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
活
用
さ
れ
、
市
民
参
加

を
よ
り
重
視
し
、
住
民
協
議
を
充
実

さ
せ
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
協
力
し
合
う
こ
と

で
、
支
え
合
い
温
か
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
重
要
な
一
歩
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
「
市
民
の

幸
せ
を
つ
く
る
会
」
は
、
市
民
の
声

を
尊
重
し
支
え
合
う
理
念
の
も
と
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
心
か
ら
応
援

し
ま
す
。

賛
成
討
論

大
平
　
泰
二

　
幸
手
市
は
今
後
、
市
役
所
本
庁
舎

（
消
防
署
含
む
）
工
期
令
和
６
年
～

令
和
14
年
度
で
、
建
設
費
55
億
８
千

７
０
０
万
円
か
か
り
ま
す
。
こ
の
他
、

杉
戸
町
可
燃
ご
み
処
理
施
設
基
幹
的

設
備
改
良
事
業
、
し
尿
処
理
施
設
基

幹
的
設
備
改
良
事
業
、
ご
み
処
理
施

設
等
整
備
事
業
、
雨
水
排
ポ
ン
プ
場

整
備
事
業
、
小
・
中
学
校
再
編
事
業
、

体
育
館
空
調
設
置
事
業
等
、
こ
れ
ら

の
7
事
業
の
合
計
が
、
１
４
５
億
９

３
０
０
万
円
。
こ
の
内
、
起
債
（
市

債
）
発
行
が
１
１
０
億
８
７
０
０
万

円
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
事
業
を
除

く
起
債
残
高
は
、
令
和
７
年
度
末
で

１
１
１
億
円
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
新

た
な
市
債
発
行
１
１
０
億
８
７
０
０

万
円
と
な
れ
ば
市
債
残
高
は
２
２
１

億
８
７
０
０
万
円
を
超
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
の
他
、
駅
西
口
土
地

区
画
整
理
の
起
債
残
高
が
５
億
８
３

０
０
万
円
も
あ
り
、
財
政
計
画
は
よ

り
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
中
、
区
画
整
理
事
業

計
画
見
直
し
を
表
明
し
た
こ
と
を
評

価
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

会

き

議

動
の

幸
手
市
議
会
Ｄ
Ｘ
推
進
会
議

の
発
足

　
情
報
と
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

議
会
運
営
や
議
会
活
動
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
価
値
や
利
便
性
が

創
出
さ
れ
る
よ
う
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

幸
手
市
議
会
Ｄ
Ｘ
推
進
推
進
会
議
を

設
置
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
、
本

市
議
会
の
議
会
運
営
が
良
い
方
向
に

進
む
よ
う
、
活
発
な
議
論
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

幸
手
市
役
所
庁
舎
整
備
調
査

特
別
委
員
会
の
設
置

　
令
和
７
年
３
月
議
会
に
お
い
て
上

程
可
決
の
う
え
設
置
し
ま
し
た
。
幸

手
市
役
所
庁
舎
整
備
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
調
査
を
重
ね
、
市
に
対
し

て
よ
り
良
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
、
具

体
的
な
改
善
策
や
提
案
を
積
極
的
に

提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
職
員
と

協
力
し
、
住
み
よ
い
幸
手
市
の
実
現

に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
手
市
議
会
議
員
の
請
負
の
公
表
に

関
す
る
条
例
及
び
施
行
規
則
の
制
定

　
令
和
６
年
12
月
議
会
に
て
幸
手
市

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
及
び
施
行

規
則
が
改
正
さ
れ
た
事
に
伴
い
、
令

和
７
年
第
１
回
議
会
に
て
幸
手
市
議

会
議
員
の
請
負
の
公
表
に
関
す
る
条

例
及
び
施
行
規
則
を
上
程
、
可
決
し

制
定
し
ま
し
た
。
請
負
の
状
況
の
透

明
性
を
確
保
し
議
会
運
営
の
公
正
及

び
事
務
執
行
の
適
正
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
６
年
度
議
員
研
修
会

　
令
和
７
年
２
月
12
日
、
全
議
員
を

対
象
と
し
た
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は「
Ｄ

Ｘ
の
活
用
」
で
、
茨
城
県
取
手
市
情

報
管
理
課
の
岩

﨑
様
を
お
招
き

し
、
議
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関

す
る
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
で
得
た
知

識
を
今
後
の
議

会
運
営
に
活
か

し
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

本会議質疑及び討論・議会の動き


